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鴇̃みんなでまこう、襲全の種
みんなで鱒 ぽう、地域の

望月3臼は節分ですね。蕾から重患薫で都筑を払う習慣があ吟ますが

馳域の安全も同じです。 「不馨怒車はないか」咋副賞れない人がうろつ

いていないか」という醤横の鋭い目が、蝿域から「鬼」を追い出す豆に

なります。
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甲 声かすは「福を呼ぶ種」

皆様が交わす「こんにちは」 「いってらっ

しゃい」 「寮をつけてね」などのあいさつは

地域に安心㈱種をまく活動です。その場富

が、不審者電撃せ付けない強い空寮を作鯵ま

す。芝月は三寒四温で聴講密議しやすい輯難ですので、酷寒対策を万全

に、決して無理のない範囲で靖活動葱続けてい蓄ましょう。

蒔 寛守闘志閏蟻の短軸」
豊島に入ると、 1芝」引こ比べて臼謄入場が電鍵幾程遅くな場ますが、

夕暮れ時は依然として視認性が悪い「魔悌時間帯」です。お買い物や散

歩悌ついでに、登下校申靖子とも達へ昌を向けていただく「ながら見守

り」が瑠璃から災いを遠ざける力にな吟ます。
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